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研究成果概要 
平成 28 年度において、引き続き大気ニュートリノおよび T2K ビームニュートリノデー

タに対するニュートリノフレーバー同定の研究を進めた。ニュートリノデータおよび宇

宙線ミューオンなどを用いて手法、およびその信頼度について多角的に研究した。 
そして実際に平成 28 年度に取得した大気ニュートリノおよび T2K ビームニュートリノ

データの解析を行った。このデータを用いたニュートリノ振動の研究も進められ、発表

される予定である。 
 
粒子同定という手法の安定性もスーパーカミオカンデのような長期的データを用いた研

究において極めて重要である。これについての確認も宇宙線ミューオンやその崩壊電子

を用いるなどして詳細に確認を行い、十分な安定性を持っていることを示すことが出来

た。 
 
また全く新しい手法の検討も進めた。一つはミューオンの崩壊に伴う電子の情報を用い、

ミューオンと反ミューオンを識別する方法である。これは新しい知識を与えるものであ

り、特に CP 対称性の破れの研究にプラスになると考えられる。今後も進める予定であ

る。 
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